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〔背景・ねらい〕 

 温室メロンは高温を好む植物のため、低温で栽培すると、①果実が肥大せず商品価値を失う、

②糖の蓄積が遅れて収穫までの日数が延びる、③刺激臭のある「発酵果」が誘発される、など

の問題が発生しやすくなる。このため、冬季は夜間 20～22℃以上となるように暖房するが、暖

房用の重油代が経営を圧迫しており、これを低減することが強く求められている。 
 栽培温度を 1℃下げると暖房コストは 1 割減ることから、慣行より平均 2℃低い暖房温度で栽

培でき、果実肥大と品質が優れる品種の育成に取り組んだ。 
 
〔成果の内容・特徴〕 

１．冬季栽培用の系統の中で、食味が優れ、交配親として良く用いられる‘県温冬２’に突然

変異を起こさせ、肥大性や食味に優れる２系統を選抜し、‘静育 1 号’ 、‘静育２号’と命名

した（写真、表）。 
 
２．産地での固定した品種の利用を目指し、上記２系統に産地で利用している系統“県温冬３”

を交配することによって、夜間暖房温度を慣行より平均２℃低くする栽培でも従来と同等以

上の肥大性と食味を有する果実生産が可能であることを実証した（写真、表）。 
 
〔成果の活用・留意点〕 

１．暖房温度の２℃低下は２０％の暖房コスト削減に相当し、産地全体では５億円の削減効果

が期待できる。 

 

２．全栽培期間の夜間平均温度を２℃低下させるため、一日を7:00、16:30、21:00、1:00で区切

って暖房温度を変更する管理と、生育ステージ別に暖房温度を変更する組み合わせた管理

法で実施した結果である（午後１～７時の平均；目標18℃、栽培での実測19.4℃） 

 

３．現在、普及に向けた準備を進めている。 
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F1組合せ 果実重 
上位階級 

の割合 
日持ち性 糖度 

食味 

（1劣-5優） 

発酵果 

発生率 

静育１号×県温冬３ １,５５７ｇ ８５％ ６．０日 １４．４ ４．２ ０％ 

静育２号×県温冬３ １,４８６ｇ １００％ ５．６日 １４．７ ４．４ ０％ 

県温冬２×県温冬３（対照） １,４７２ｇ ７７％ ６．４日 １４．５ ３．９ ０％ 

 
 

 

写真 育成系統を用いた冬作向け F1の果実外観 

     （左と中央；育成系統により F1、右：対照品種） 

育成系統を片親とする F1 を用いることで、夜間暖房温度を慣行より平均２℃低くする栽培 

 でも慣行温度と同等以上の果実生産が可能 

各48果調査（内容調査は各20果）  

静育1号 

 ×県温冬３ 

静育２号 

 ×県温冬３ 

県温冬２ 

 ×県温冬３ 

（低温栽培管理；2011/2/5収穫） 

表 育成系統を用いた冬作向け F1の品種特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間暖房温度を慣行より平均２℃低くする栽培において、｢メロン静育１号｣

や｢メロン静育２号｣をもちいた F1 は、慣行品種より‘果実肥大性’や‘果実外

観と食味’に優れる 


